
わたしたちは、⽀援を「する」



【宮古島市の児童館は６館】
直営︓2館、委託・指定管理︓4館

上野児童館 池間添児童館 佐和⽥児童館

ぐすくべ児童館 下地児童館 ひらら児童館

はなれてたって。あえなくたって。
ほら、いつだって こころはつながってるよ。
こまったときは、わたしたちは ちゃんと ここにいます。





そこが「居場所」かどうかは、

だれが決めるの︖

ふらり 寄りたくなる、

そんな空間に…

ふらっと（flat）いこう︕



「たべる・あそぶ・まなぶ・あいされる」が保障される居場所
たべる…すべては、おなかが満たされてこそ“ほっ”とできる。
あそぶ…安⼼・安全を感じる環境のなかで夢中になれる遊びは、

⼦どものさながらの⽣活そのもの。
まなぶ…体験と感情の共有を重ねて、

⼈と⼈との関わり合いの過程で得られるもの。
あいされる…ひとりひとりが、たったひとりの“あなた”。

⾃分が⼤切にされるから、ひとを⼤切にできる。

⽇本国憲法

⼦どもの権利条約

「児童福祉法等」
各法規・法令

Evidence Based Practice
＝根拠に基づく実践

すべての取り組みは、
⼦どもの権利条約に定める
「⼦どもの最善の利益」を
第⼀に考慮して⾏います。



【活動（⾏事等）の考え⽅】
・利⽤者の主体性を⽀援しながら、
それぞれの創造するイメージを実現させる。

・⼦どもの⾃発的⾃由な活動だけでは経験し難い
体験活動を取り⼊れた取り組み等を企画し、実施する。

・「施設が主体となって参加する」活動から、
「⼦どもも保護者も地域も主体となり参画する」取り組みへ。

僕らが、とにかく実践していること。

それは…

T・T・P
（徹底的にパクってみる）



しかし、ただパクっているわけではなく…

＋

スパイラルアップ

⾃分たちの⽂化（施設の物的・⼈的環境、地域、etc...）に合わせていく︕

【出張型あそびのひろば「おでかけマルシェ」】
・保護者が仕事で⼦どもの送迎ができない…
・誰かと話がしたいけど、⼈が多い場所が苦⼿…
・⾞での移動が難しくて、地域から出る機会が少ない…
『はなれてたって。
あえなくたって。
ほら、いつだって、
こころは つながってるよ。』

地域の公⺠館等で展開する
“あそび”空間の提供と共有





【まちのプレーパーク】
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写真︓繁多川公⺠館出張プレーパーク（2022.12.11）
⼦どもの権利条約フォーラム2022in那覇/沖縄



【⼦どもだからこそ本物の体験を。「プロジェクト・アプローチ」】
学校で習ったことは本当︖ ⼤⼈の知っていることは本当︖
⼦どもだからこそ、「なぜ︖」を実際に考えて、やってみる。
体験と感情の共有を伴う“学び”は、⽣きる⼒の基礎になります。
⼦ども同⼠で、親⼦で、「すごい︕」という⼼の動きを共有したい。
児童館、⼦育て⽀援センター、放課後児童クラブを連携させて⾏う取り組みです。

せっかくの連休も、コロナで できないことがたくさん…

でも、子どもの遊びは「必要不休」です！
子どもたちの豊かな生活に必要な、“遊び”をとめない！
そんな想いを込めて、大人からのプレゼント企画をスタートしますよ( ´∀｀)
ZoomかYoutubeLiveを使って、オンラインでアマゾンへ旅行へ行きましょう！
宮古で太陽が沈む時、地球の裏側のアマゾンでは太陽が昇るのか？
さぁ、大人も子どもも、ドキドキとワクワクの連休を過ごしましょう♪

日時

会場

主催

事前学習会： 2021年5⽉1⽇(⼟) 15:30〜
ツアー当⽇： 5⽉2⽇(⽇) 19:00出発！
事前学習会：ひらら児童館遊戯室
ツアー当⽇：ZoomかYoutubeLiveでみんなのおうち！

⼀般社団法⼈沖縄こどもみらい創造⽀援機構

アマゾンって、どこにあるの？どんなところ？
知れば知るほど⾏きたくなっちゃうよ！

5/1
事前
学習会
5/2
ツアー
当⽇

お話 岩本 ⼤輔さん(むかし、アマゾンで暮らしていたことがあるよ！)
宮古で太陽が沈む時、アマゾンで太陽が昇るか！？
さぁ、マナウスの街の市場へ出かけよう！
案内 島準さん(アマゾンに住んでいるよ！みんなを案内してくれます！)

https://forms.gle/WTuDh3xtzQfaacgv9
※右のQRコードからもアクセスできます。

申込フォーム

☆参加をご希望の⽅は下記よりお申込みください☆

【必要不休の遊びをとめない！プロジェクト】

参加
無料



【中⾼⽣世代の第三の居場所「サード・プレイス」】
家庭や学校のような“向き合う関係”とは違う
“ナナメの関係”だからこそできる⽀援のカタチがあります。
運動、学習、読書…なにをしてもいいし、なにもしなくてもいい。
学校の帰りでも、学校へ⾏けていなくても。
進学しなかった⼦も、進学できなかった⼦も。
すべての⼦どもに、安⼼して⾃分でいられる居場所を。
不登校の⽀援ではなく、「独りにさせない」ための取り組みです。
関係機関とも連携し、誰ひとり取り残さない居場所を⽬指します。



「ROOTER（ルーター）」は、
“根を張る（root）”と
“つながる（Wi-Fiルーター）”という
2つの意味をもつ、
夜間の居場所プロジェクトの愛称です。

家庭でも学校でもない、
もう⼀つの場所。
夜の時間、ひらら児童館がそっと開かれ、
「なにかをしてもいい、なにもしなくてもいい」
という⼼で中⾼⽣世代が過ごせる場所。
この居場所は、
・誰かと話すもよし
・⼀⼈で静かにいるもよし
・考えごとをするもよし
「⾃分の“根”を静かに張りながら、
ゆっくりと未来につながっていく」

そんな時間と空間を⼤切にしています。



この事業をきっかけに、
児童館と⾏政との連携が
より近いものになったように感じます。
令和4年度以降も事業を継続し、
今年度より児童館事業として予算化され、
実施回数と時間が拡充されました。



ぼくがここに まど・みちお
ぼくが ここに いるとき
ほかの どんなものも
ぼくに かさなって
ここに いることは できない
もしも ゾウが ここに いるならば
そのゾウだけ
マメが いるならば
その⼀つぶの マメだけ
しか ここに いることは できない
ああ このちきゅうの うえでは
こんなに だいじに
まもられているのだ
どんなものが どんなところに
いるときにも
その「いること」こそが
なににも まして
すばらしいこと として

【“ちいさなてづくり“からできること】

⽬標は、⼦育て・⼦育ちの⾃⽴⽀援。

「⾃⽴」とは、⾃分でなんでもできるというだけでなく、

不利な状況において「助けて」と⾔える⼒も「⾃⽴」です。

「何かあれば、施設がある」と思ってもらえるような、

⼦どもにとっても⼤⼈にとっても安⼼できる⼼の拠り所を⽬指します。





【地域⼈材の参画】
⼈と⼈との関係性における「体験と感情の共有」を通して、
「地域の⼤⼈が地域の⼦どもを知る。
地域の⼦どもが地域の信頼できる⼤⼈を知る。」

そのきっかけづくりの⼿段として位置付けます。

「すごいね︕」

「うれしいね︕」
「たのしいね︕」

豊かに⽣きること。
それは、「時間と関係」。
⼈と⼈とのつながり。

おとなも、⼦どもも、
みえない“⼼”を共有すること。



【⼦ども⾷堂】
「⼦どもの貧困対策」ではなく、
「孤⽴防⽌⽀援」の取り組みとして、
地域コミュニティー再⽣の⼿段に位置付けます。
⽬指すのは「地域のおとなが⼼をよせて取り組む」仕組みへ。
テーマは「みんなでたべるしあわせ」

















保育も、教育も、⽀援も、

そう「する」ではなく、そう「なる」こと。

「する」ことは、「なる」ことの⼿段であって、

「なる」ように「する」のが⽬的ではない。



はじまりは、いつも“⼦どもの声”から。

夢を叶える魔法。
それは、あきらめないこと。
あきらめてみても、あこがれていること。


